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   A case of female intraurethral condyloma acuminata is present in this report. A 52-year-old 
woman visited our hospital with the chief complaint of miction pain and bloody secretions. Thirty 
seven years previously, she had had a pudental tumor resected which was diagnosed as condyloma 
acuminata. Physical examination revealed two child-finger-head sized, polypoid tumors which arose 
from about  5  mm inside the external urethral orifice. Laboratory findings were negative for rapid 
plasma reagin card test (RPR), positive for treponema pallidum hemagglutination test (TPHA) 
and Trichomonas vaginalis in urine and vaginal secretion. Under the clinical diagnosis of condy-
loma acuminata, the tumors were resected. Histological examination revealed koilocytosis with 
mild dysplasia. The histochemical analysis of human papillomavirus (HPV) by in situ hybridiza-
tion revealed positive for HPV type 31/33/51 and negative for HPV type 6/11 and 16/18. Histolo-
gical examinations confirmed that the tumors were condyloma acuminata. No recurrence was seen 
at the 7th post-operative month. 
                                                 (Acta Urol. Jpn.  40: 621-624, 1994) 
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HPV-DNAプ ロー ブを使 用 したinsituhybridi-
zation法(Viratype:LifeTechnologies,Inc.)
では,31/33/51型が陽 牲(Fig.3)で6/11型お よび16
!18型は 陰性 で あ った.切 除標 本 の断 端 に は こ れ らの
所見 を 認 め なか った.
以 上 よ り,女 子尿 道 コ ン ジ ロー マ と診 断 し,現 在外
来 で経 過観 察 中 で あ るが,術 後7カ 月 後 も再 発 を認 め
て い ない 。
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STDで あ る尖 圭 コvジ ロー 々,梅 毒 お よび トリコモ
ナ ス縷 炎を 認 めた点 ほ,羅 道 に 尖 圭=ソ ジ ロー マだ癸i
生 した機序 を考 え る うえ で興 味 が もたれ る.
また,】経PV嫁 発 癌 との 関遷 が 指嫡 され,驚 贅状 表
皮発 育異 常症,子 宮 頸癌,陰 茎癌 な どが 知 られ て い
る.近 年分 子 生物学 的 な研究 が 進歩 しHPVのDNA
分 析 な どに よ り66種以 上 の型 が分 離 され2),悪性腫 蕩
か ら轟 頻 度に 憂離 され る型 と良牲 腫瘍 か ら高 頻 度 に分
離 され る型 に 分 け られ,泌 尿 生殖 系 の悪 性腫 瘍 に 関 係
が強 いハ イ リス ク型 と して は16,18,31,33,35,51
型 な ど,良 性 薩蕩 か ら高 頻 度 に分離 され る非 ハ イ 婆ス
ク型 と して は6,ll,30,34,40,42,43,44,57型
な どが あ る2》.特に 予 宮 頸癌 か ら は ハイijスク型 が
southernblot法お よびinsituhybridization法
で 嫁4a～8§%3・4>po薫ymerasec塩熱reactlORでほ
96%5)の高 頻 度 に分離 され て お り,非 ハイ リス ク型 は
縁 とん ど検 出 港れ て いな い.ま た,子 宮 頚癌 の娃紡 パ
ー トナ ーに 陰茎 癌 の発 生 率が 高 く6),そのHPV陽 性
率 は約60%で16型.18型が ほ とん どで あ る7).尖圭 コ
ソジpa一マのHPV陽 性 率 はsouthernbiot法で は
95%8),錘situhybridizatlon法で は約90%9)と報 告
され て お り,約90%の 割 合 で6,11型 が 検 出 され約40
%が 率 で16型/18型,31型/33型/35型が 検 出 さ れ て い
るS・9>.尖圭 コソジ ローマ ぶ 癌 化 す る率 橡 低 く悪 牲 化
した 臣大 尖 圭Utソジ ローマな どが10数例報 告10)され て
い るにす ぎない が,子 宮 頸部 のi6,i8型陽 性 獄 ンジ ロ
ーマの約20%がcervicalintraepithelialneoplasia,
さらにCISと 進 行 した とす る鰻 告11>があb,ま た 病
理 学 的に も同様 な可 能 性 が示 唆 され て い る12).本例 は
軽 度 の核 異型 を 認 あ,盈skuhybrldlzatiOfi法セこて
も31/33/51型が 陽 性 で あ った点 な どか ら,悪 性 化 に注
意 を要 す る も の と考 え る.今 後,DNA分 析 は 診断 と
と もに腫 瘍 の悪 性 化 の予 測 に役 立 ち,治 療方 針 の決 定
な どに重 要 な情 報 を提 供 す る もの と考 え られ る.
また,HPVはSTDと して 異 性 に伝 播 し,陰 茎
癌 の男 性 を!・一 トナ ーに 持 つ女 性 に子 窟 頸癌 の発 生 率
が高頻度であるとする報蕾13),子宮頸部病変を有する
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